
　

平
成
31
年
４
月
、
栗
山
高
校
の
入
学

者
数
が
33
人
と
な
り
、
１
学
年
の
学
級

編
制
が
２
学
級
か
ら
１
学
級
に
削
減
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
栗
山
町
唯
一

の
高
校
で
あ
る
栗
山
高
校
の
存
続
に
対

す
る
危
機
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、今
年
の
入
学
者
数
が
40
人
と
な
り
、

一
昨
年
以
来
と
な
る
１
学
級
編
制
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
自
分
た
ち
の
町
の

高
校
は
自
分
た
ち
が
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、

町
民
が
栗
山
高
校
の
魅
力
に
つ
い
て
自

由
に
話
し
合
う
「
北
海
道
栗
山
高
等
学

校
の
魅
力
づ
く
り
委
員
会
」を
設
置
し
、

約
２
年
間
に
わ
た
り
町
民
独
自
の
目
線

で
栗
山
高
校
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

域
ご
と
の
中
学
卒
業
者
数
の
状
況
や
生

徒
の
進
路
動
向
な
ど
の
把
握
を
進
め
、

学
級
増
の
必
要
性
を
検
討
し
た
う
え
で

今
年
９
月
に
策
定
す
る
配
置
計
画
で
募

集
学
級
数
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
栗
山
町
の
支
援
制
度
を
拡
充

　

町
で
は
、
各
種
資
格
取
得
や
模
擬
試

験
受
験
料
・
部
活
動
大
会
派
遣
費
の
助

成
、
海
外
研
修
派
遣
事
業
で
の
栗
山
高

校
生
徒
枠
の
創
設
な
ど
、
在
学
生
徒
の

資
質
向
上
と
高
校
の
魅
力
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
、
町
教
育
委
員
会
で
設

置
の
「
北
海
道
栗
山
高
等
学
校
支
援
検

討
委
員
会
」
で
の
議
論
を
は
じ
め
、
由

仁
町
・
南
幌
町
在
住
の
中
学
生
と
栗
山

高
校
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し

た
「
高
校
通
学
手
段
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
支

援
制
度
に
関
す
る
検
討
・
協
議
が
進
め

ら
れ
、
生
徒
や
保
護
者
が
栗
山
高
校

を
選
択
し
得
る
環
境
整
備
を
進
め
る

観
点
か
ら
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
１
つ
目
に
部
活
動
終

了
後
の
下
校
便
運
行
支
援
に
係
る
「
部

活
動
通
学
支
援
補
助
」、
２
つ
目
に
入

学
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
、
高
校
入

学
準
備
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
支
援

す
る
「
入
学
準
備
支
援
金
」
の
２
項
目

※海外研修補助は感染症対応により、町教育委員会事業未実施のため派遣なしです。

支援補助金の活用実績（令和 2年度）

年　度 入学者数 学級数

平成 29 年度 58 人 2

平成 30 年度 52 人 2

平成 31 年度 33 人 2 → 1

令和 2 年度 54 人 2

令和 3年度 40 人 2→ 1

入学者数の推移（過去 5年間）

※入学者数は毎年 5 月 1 日現在の在籍状況です。

◆
栗
山
高
校
の
現
状

　

令
和
３
年
４
月
の
栗
山
高
校
の
入
学

者
数
は
40
人
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

14
人
減
の
１
学
級
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
級
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
栗
山
高

校
で
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
の
行
き

届
い
た
教
育
を
行
う
た
め
、
今
年
度
の

新
入
生
に
つ
い
て
も
２
学
級
体
制
で
運

営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
入
学
者
数
の
増

加
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
募
集
人
数
が
減
る

可
能
性
が
あ
り
、
栗
山
高
校
へ
の
進
学

を
希
望
し
て
も
入
学
で
き
な
い
状
況
に

な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
地

を
新
た
な
支
援
策
と
し
て
制
度
化
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
各
種
支
援
策
の
活
用
実
績

や
導
入
効
果
の
検
討
・
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
生
徒
の
進
路
希
望
の
実
現
や

生
徒
確
保
と
募
集
間
口
維
持
に
資
す
る

支
援
項
目
な
ど
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
実
現
に
つ
な
が
る
支
援
策
の
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
「
魅
力
づ
く
り
委
員
会
」
調
査
・
検

討
報
告
書
の
提
出

　

平
成
31
年
２
月
設
置
の
「
北
海
道
栗

山
高
等
学
校
の
魅
力
づ
く
り
委
員
会
」

は
、
保
護
者
や
地
域
産
業
界
か
ら
の
代

表
、
議
会
、
教
育
関
係
者
、
ま
ち
づ
く

り
団
体
、
町
民
有
志
の
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
延
べ
11
回
に
お
よ
ぶ
委
員
会
を
開

催
し
、
栗
山
高
校
の
魅
力
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
町
民
目
線
で
の
協
議
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
小
樽

商
科
大
学
の
安あ

た
く
き
み
ひ
と

宅
仁
人
教
授
を
招
へ
い

し
、
高
等
教
育
を
取
り
巻
く
国
の
動
向

や
先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
を
は
じ

め
、
栗
山
高
校
の
魅
力
づ
く
り
に
関
す

る
助
言
や
提
言
を
受
け
な
が
ら
検
討
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

２
年
余
り
に
わ
た
る
協
議
や
検
討
の

過
程
で
は
、
地
域
の
大
切
な
教
育
機
関

で
あ
る
栗
山
高
校
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
、
多
様

な
意
見
が
出
ま
し
た
。
委
員
一
人
ひ
と

り
の
考
え
を
最
大
限
尊
重
し
つ
つ
意
見

集
約
が
図
ら
れ
、
町
民
が
考
え
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
お
よ

び
検
討
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
４
月
21

日
、
魅
力
づ
く
り
委
員
会
よ
り
佐
々
木

町
長
へ
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
栗
山
高
校
の
現
状
分

析
、
栗
山
中
学
校
生
徒
・
保
護
者
を
対

象
に
実
施
し
た
「
高
校
進
学
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
か
ら
見
る

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
町
民
目
線
で
「
地
域
に
と
っ

て
栗
山
高
校
に
ど
の
よ
う
な
人・

財・

を
育

ん
で
ほ
し
い
か
」
と
い
う
こ
と
や
「
栗

山
高
校
が
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
願
い
、そ
の
方
向
性
を
示
す
目
標
が
、

基
本
理
念
と
基
本
目
標
と
し
て
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

の
教
育
内
容
、
目
標
と
内
容
を
実
現
・

伝
達
し
て
い
く
た
め
の
教
育
方
法
に
つ

い
て
、
先
進
地
事
例
を
参
考
に
、
新
た

な
魅
力
化
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
し

て
「
北
海
道
栗
山
高
等
学
校
の
魅
力
化

ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
①
地

域
資
源
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
活

動
が
盛
り
込
め
な
い
か
、
②
特
色
あ
る

学
科
・
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
主
体

的
な
学
び
の
推
進
が
で
き
な
い
か
、
③

女
子
硬
式
野
球
部
の
設
立
が
で
き
な
い

か
、
④
そ
の
他
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進
が
で
き
な
い
か
の
大
き
く
４
点

に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
や
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
項
目
が
示
さ
れ
ま

し
た
。　
　

　

地
域
と
連
携
し
、
地
域
を
題
材
と
し

た
課
題
解
決
型
学
習
の
取
り
組
み
を
は

じ
め
、
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
連
携

組
織
の
構
築
と
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
、
生
徒
の
希
望
進
路
に
対

応
す
る
多
様
な
学
び
の
保
障
に
向
け
た

環
境
整
備
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
層
推

進
と
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

た
選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り
の
検
討
な
ど

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和 2 年度第 4 回魅力づくり委員会
（令和 3 年 1 月 26 日）

報告書で示された「魅力化ビジョン（案）体系図」
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魅力ある・選ばれる魅力ある・選ばれる
ー栗山高校をー栗山高校を
　　　　目指してー　　　　目指してー

事業内容 件　数 補助金額 主な支援内容
 部活動大会派遣費補助 2 件 46,500 円 高文連全道高等学校書道展 / 美術展・研究大会
 学習支援ソフト使用料補助 131 件 433,180 円 Classi 基本サービス（生徒 131 人分）
 進学模擬試験受験料補助 42 件 60,305 円 基礎小論文模試、高 3 総合学力記述模試、看護模試等
 資格取得受験料補助 90 件 124,350 円 実用英語技能 / ビジネス文書実務 / 漢字・簿記能力検定等
 海外研修補助 ----------- ------------------- 「少年ジェット希望の翼」の参加費補助（生徒 2 人分）

【新】スキー学習交通費補助 4 件 66,000 円 北長沼スキー場までのバス借上料（年間各学年 2 回分）

【新】入学準備支援金 40 件 1,020,000 円 高校入学準備に必要な経費の一部を支援（栗山中学校卒業
生は 3 万円、栗山中学校以外の中学校卒業生は 1 万 5 千円）

合　計 309 件 1,750,335 円



　

委
員
会
を
代
表
し
て
報
告
書
を
提
出

し
た
三
田
委
員
長
は
「
報
告
書
の
中
で

提
案
し
た
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
で
き

る
も
の
か
ら
速
や
か
に
取
り
組
み
を
開

始
し
、
高
校
存
続
と
い
う
大
き
な
目
的

共
有
の
も
と
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
展
開

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
」
と
述
べ
ら

れ
、
佐
々
木
町
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
真

剣
な
議
論
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
報

告
書
で
示
さ
れ
た
提
案
項
目
の
一
つ
ひ

と
つ
を
検
証
し
、
栗
山
高
校
と
の
熟
議

を
重
ね
、
魅
力
あ
る
学
校
・
選
ば
れ
る

学
校
づ
く
り
を
実
現
し
た
い
」と
話
し
、

報
告
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

た
現
在
で
も
、
栗
山
高
校
の
卒
業
生
が

町
内
の
各
種
企
業
な
ど
に
職
を
求
め
る

傾
向
は
強
く
、
栗
山
の
産
業
を
担
い
、

地
域
を
支
え
る
有
為
な
人
材
を
輩
出
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
社
会
情
勢

の
急
速
な
変
化
が
進
む
な
か
、
生
徒
の

興
味
・
関
心
や
進
路
希
望
の
多
様
化
、

中
学
校
卒
業
者
数
の
減
少
な
ど
、
栗
山

高
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
、
現
在
の
高
校
選
択

に
あ
っ
て
は
、
学
校
が
生
徒
を
選
ぶ
時

代
か
ら
、
生
徒
が
学
校
を
選
ぶ
時
代
へ　２年前から魅力づくり委員会委員として「魅力

ある・特色ある」高校づくりを進めるためアドバ
イザーの助言をいただきながら取り組んでまいり
ました。
　これまでも地元の高校で学び卒業した生徒が栗
山の企業を支えることが多く、今後も栗山高校生
徒の減少が続くことになれば、まちの経済は疲弊
し、まちの存続にも影響を与える事態になりかね
ません。
　学校、町民、行政が一致団結して取り組みを進
めなければ栗山高校の未来は無いかもしれませ
ん。そのために支える会としても主体的に行動し
ていきたいと考えています。

と
突
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
に
は
令
和
４
年
度

か
ら
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
新
学
習

指
導
要
領
の
内
容
お
よ
び
北
海
道
教
育

委
員
会
か
ら
の
指
針
に
基
づ
き
、
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
新
た
な
教

育
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
生
徒
数
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
近
い
将

来
、
募
集
間
口
の
減
に
つ
な
が
り
、
栗

山
高
校
の
存
続
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
す
。

　

今
春
の
入
学
者
状
況
や
、
今
後
の
中

北海道栗山高等学校の魅力づくり委員会委員
北海道栗山高等学校を支える会
早坂　義幸会長（栗山商工会議所専務理事）

「一致団結して
　栗山高校を支える」
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【問い合わせ】町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

　

広
報
く
り
や
ま
６
月
号
を
拝
読
致
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
今
月
の
表
紙
」で

田
植
え
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が「
最
新
式
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・・・
」の
説
明
な
ど
、

写
真
の
詳
し
い
説
明
分
も
掲
載
さ
れ
る

と
良
か
っ
た
と
お
も
い
ま
し
た
。
今
後

も
説
明
を
つ
け
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を

希
望
し
ま
す
。　
　
　
　
（
70
代
男
性
）

詳
し
い
説
明
を
掲
載
し
ま
す

学
生
と
社
会
人
の
交
流
に
つ
い
て

広
報
く
り
や
ま
の
表
紙
に
つ
い
て

本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度、広報に折り込ま
れる専用はがきを切り取って、
必要事項を記入してポストに
投函。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好
きな用紙に必要事項を記入して

「72-3179」に送信。

②ファックスで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/
EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページの「町
民の声」（画面下側）から専用
フォームにアクセス。

③ホームページ専用フォームで！

　

広
報
く
り
や
ま
に
対
す
る
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
の
広
報
く
り
や
ま
７
月

号
以
降
は
、
写
真
内
容
の
詳
し
い
説
明

を
表
紙
ま
た
は
紙
面
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
広
報
く
り
や
ま
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　　

く
り

ま
や

ス
イ
ボ
チ
ッ
ャ
キ ■

あ
な
た
の
声
を 

し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
！

　
１
枚
の
は
が
き
が 

明
日
の
く
り
や
ま
を
変
え
る
‼

　
小
学
生
～
大
学
生
が
町
に
関
わ
る
機

会
が
も
っ
と
あ
る
と
良
い
と
思
う
。
学

生
が
主
体
と
な
っ
て
町
の
未
来
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
学
生
が
主
催
す

る
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。
社
会
人
と
の

多
世
代
間
交
流
が
生
ま
れ
る
仕
組
み
が

で
き
る
と
よ
り
町
の
活
性
化
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。（
20
代
女
性
）

　
小
学
生
～
大
学
生
が
町
に
関
わ
る
機

会
に
つ
い
て
の
ご
意
見
で
す
が
、
町
内

の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町
教
育
委

員
会
主
催
の
「
栗
山
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
体
験
発
表
会
」

「
栗
山
子
ど
も
会
議
」
や
、
町
内
小
中

学
校
で
実
施
し
て
い
る
「
土
曜
授
業
」、

町
民
を
対
象
と
し
た
「
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里

山
作
業
日
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
通
し
て
、小
・
中
・
高
の
児
童
生
徒
、

介
護
学
校
生
は
町
民
と
交
流
を
深
め
な

が
ら
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
ご
提
案
あ
り
ま
し
た
多
世
代
間
交

流
を
は
じ
め
、
小
学
生
～
大
学
生
が
町

に
関
わ
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。

介護学校生も参加した栗山小学校
土曜授業「栗っ子福祉教室」

要望

学
校
卒
業
見
込
者
数
、
さ
ら
に
、
北
海

道
教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
公
立
高
等

学
校
配
置
計
画
案
の
内
容
を
鑑
み
、
今

夏
に
は
、
道
教
委
に
対
す
る
栗
山
高
校

２
間
口
維
持
に
関
す
る
要
望
活
動
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
魅
力
あ
る
・
選
ば
れ
る
栗
山
高
校
へ

　

町
で
は
、
今
後
も
栗
山
高
校
と
連
携

し
た
生
徒
募
集
活
動
、
ま
た
、
こ
の
度
、

魅
力
づ
く
り
委
員
会
に
よ
り
報
告
書
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
魅
力
化
ビ
ジ
ョ

ン
（
案
）」
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や

栗
山
高
校
を
含
め
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
連
携
組
織
）
の
設
置
を
目
指
し
、
具

体
的
な
方
策
に
つ
い
て
高
校
と
慎
重
に

話
し
合
い
、
学
校
・
町
民
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
実
現

可
能
な
も
の
か
ら
速
や
か
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

学
校
経
営
改
善
室

☎
�
１
１
１
７

魅 力 づ く り 委 員 会 三 田 委 員 長 よ り
佐々木学町長へ報告書を提出

（令和 3 年 4 月 21 日）

◆
２
間
口
維
持
に
向
け
て

　

栗
山
高
校
は
、
栗
山
町
の
中
核
的
教

育
機
関
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
90
年
余
に

わ
た
っ
て
本
町
を
支
え
続
け
て
き
た

「
町
内
唯
一
の
公
立
高
校
」
で
す
。
若

者
の
多
く
が
町
外
に
出
る
よ
う
に
な
っ


